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地域総合商社を中心とした、地域の森林・林業・木材産
業のコーディネート

【現状と課題】
本地域では平成17年度から、久万広域森林組合を中心に
施業地を集約化し域内林業事業体へ施業の入札発注を行

う「久万林業活性化プロジェクト」を進めてきたが、現在の
集約化速度では間伐サイクルが30年を超過するため持続
可能な森林管理が行えない可能性が高まっている。また、
市売り中心の木材流通体制であるため、山元価格が安定
せず、天候により出荷が集中すると市場に原木が滞留し、
受け入れを中止せざるを得ない。

【取組概要】
産学官が一体となってＩＣＴを活用し、これまで別々に取り扱
われてきた森林資源や地域内で生産される素材や製品に
関する情報を一元管理するとともに、「森林管理機能」と
「営業窓口機能」を備えた地域林業をコーディネートする組
織を創設する。

【取組の効果・成果】
林業事業者、原木市場など域内の森林・林業関係者と久
万高原町が出資して第3セクター方式で「株式会社林業商
社天空の森」を設立することとなった。

今後は、森林経営管理制度の推進や林業の担い手育成、
森林と木材の相談窓口など多岐にわたる分野でこの会社
が中心的役割を果たすことが期待される。

【取り組みが進んだ要因】
長期間に渡って域内関係者が利害関係を含めて話し合い、
地域の課題（特に担い手の確保育成とこれからの森林管理
の在り方）を発見し、その解決策（会社の業務内容）につい
て合意形成が図れたことが最大の成功要因である。

【今後の展望】
今後は、設立された会社をプラットフォームとして行政と民間
が連携し、より地域の実情に応じた具体的な森林管理の施
策を展開すると共に、地域の産業振興に努めていく。行政だ
けではできないこと、特に経済活動の活性化を行うために官
民が連携できる場を創出することは地方創生の観点からも
重要である。
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会社組織の概要


